
© 2022 Prime Planet Energy & Solutions, Inc.

工場におけるソーラーカーポートの

導入に関する事例発表

加西工場駐車場ソーラーカーポート工事

2024.2.1

プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会社
(略称：PPES)
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環境省様より昨年度は二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を

交付頂き誠に有難うございました。

この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。
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プライム プラネット エナジー＆ソリューションズ株式会社会社名

好田 博昭代表取締役社⾧

トヨタ自動車株式会社 51％ パナソニック株式会社 49％株主構成

車載用高容量・高出力角形リチウムイオン電池の開発・製造・販売

上記以外の車載用次世代電池の開発・製造・販売その他付帯・関連事業
事業内容

約8,400人（正社員 約6,600人 : 含、中国子会社2,800人）従業員数

会社概要

※2023年7月付

会社紹介

神戸三宮
姫路

洲本

徳島

豊田

神戸Lab.（西神）
東京本社

HEV

HEV
BEV・PHEV

BEV・PHEV

HEV HEV

PPES拠点一覧

関西本社（加西工場）
大連プライムプラネットエナジー

（中国大連）

車載用角形ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

PHEV
BEV

開発拠点生産拠点
HEVﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ用電池

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ用電池
電気自動車用電池
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4会社紹介
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5会社方針

CNへのロードマップ

PPES自社:2030年に向けた取組み

2つの戦略

４本柱
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弊社の今後の環境戦略として２０３０年までにカーボン
ニュートラルを達成する目標を掲げています。

この中で追加性のある再生可能エネルギーの確保も重要な
要素であると考えており、この度加西工場でのカーポート
ソーラー設備計画の推進に至りました。２０２３年度は当
社の電気については１００％再生可能エネルギー化を予定
していますので、その電力の一部を担う設備として本設備
を導入しました。

加西工場で実施出来た理由：
①全て駐車場エリアはPPES自社の土地であった。
また今回工事の工区は市街化区域であった。(建物建設可)

②駐車場専用の土地であり別用途の建物建設の予定は
無かった。

導入経緯 コスト検討

当社の場合は自社投資にﾒﾘｯﾄ

PPA2社と自社投資3社にて相見積実施
(補助金を頂く前提として)

導入経緯

投資回収想定年
(投資(使用料)-ﾒﾘｯﾄ=0)方式

30～32
PPA

電力販売契約
(第3社所有ﾓﾃﾞﾙ)

当初18⇒ 現状13自社投資

加西工場駐車場ソーラーカーポート工事

補助金無しの場合＋4年

課題：コストメリットの創出課題：当社として再エネの確保

自社内で候補地

その他コスト工夫点その他コスト工夫点
・海外製ﾊﾟﾈﾙ,PCS 採用
・柱の少ない構造、4号建物
(・屋根材はﾊﾟﾈﾙで兼ねる)



【駐車場ソーラーカーポート概要】
・工事期間：2022年9月～2023年1月末 (補助対象分)
・太陽光パネル出力：1,880kW (3,162パネル) うち補助対象分1,271kW
・駐車可能台数 ：770台
・年間予測発電量 ：2,100,000kWh（全て自家消費）
・CO₂削減効果 ：1,200t-CO₂/年 うち補助対象分827t-CO2/年
・電力代削減効果 ：50百万円/年 の削減効果

カーポート構造
1棟：幅20×奥行10×高さ2.5m

(耐風圧34m/s)

裏表両面の発電パネル

補助金協会様から西日本でもソーラーカーポートとしては最大規模とのコメント

7ソーラーカーポート工事概要

補助対象補助対象
1工区

市街化区域

補助外補助外
4工区

市街化区域

2工区2工区
調整区域

3工区3工区
調整区域

配線系統

ソーラー仕様

構造工夫点構造工夫点
・柱を少なく
・基礎ﾌﾗｯﾄ化
・最低地上高
(ﾄﾕ,LED照明)

設備利用売電無し
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関西本社関西本社
(加西工場)

1工区1工区
鎮岩町 4工区4工区

段下町

(背景) 近隣での他社によるソーラー開発課題：土砂流出、光害、電磁波等の懸念

・２町の自治会への説明会開催 カーポート建設、透水性アスファルトのご了解

・個別問い合わせ 騒音、電磁波、化学物質、災害対応、将来のパネル処分方法等のご質問

近隣説明 近隣

Googleより
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４．官庁申請：電気工作物許認可に4か月
近畿経産局ご担当
・(当初)ソーラーカーポートの形式に疑問 ⇒当該補助金実績報告説明。他物件の実績写真提示。
・(当初)周囲へのフェンスご指示 ⇒フェンスをすると駐車場として使用できない。

協議にてPCSは高さ2m以上の手の届かない場所に設置で合意
5月4月3月2月1月内容

停電接続

電気工作物

準備

協議

停電･接続

許可

工事、許認可
１．工事中の駐車場確保…近隣に自社の遊休地 (臨時バス対応)

２．電気工事主体の業者様にて建設に時間要す (確認申請、許認可、土木･建築工事 )

３．1月末電気接続のための冬季の工場全停電 ：給水立ち上げに苦慮、凍結ﾘｽｸ

環境省様より周知の要望

姿完成の要望

定期停電

2か年事業の要望

工事



10その他メリット
・従業員の満足度向上 露天、砂利 ⇒屋根付きアスファルト

夏季：直射日光による車内温度高が抑制

冬季：ガラス面の凍結防止

埃：洗車頻度が少に

省エネルギー：意識向上

・地域、お客様からの注目度向上

・新たな電気業者様を採用 ：他社様への牽制となる実績＝コスト低減

その他、今後

今後の再エネ調達
・自社内のオンサイトソーラー設置に限界

・オフサイトを視野に展開を検討

市道からの風景

手間を要したが担当者として実施して良かった (再エネを確保出来た安心感)
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エネルギーの地産地消＋地域の困りごと解決の両輪を目指す

地域

加西市との協業

環境省 脱炭素先行地域に加西市が選定

PPESは共同提案者として、加西市を支援

11地域連携

【定置式蓄電池】加西工場で現在テスト試験中

・蓄電容量：360kWh

・蓄電池：PHEV用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

・設置予定：2025年度

加西市：分かち合うみんなの電気蓄電池のまち加西
～地産地消エネルギーで結ぶ集落のくらし～
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以上です


